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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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年 4月 1日

郎
さ
ん
に
紺

F
1

歌
手
の
鳥
羽

一
郎
（
本
名

・
木
村
嘉

平
）
氏
が
本
会
に
多
額
の
寄
付
を
し
た

こ
と
で
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
、

一
月
二

十
八
日
、
東
京

・
霞
ヶ
関
の
農
林
水
産

省
で
赤
松
広
隆
農
林
水
産
大
臣
に
よ
る

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
寄

付
総
額
は
七
，
五

O
O万
円
に
上
り
今

回
の
受
章
は
七
回
目
。
「
漁
船
海
難
遺

児
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
漁
港
（
み
な
と
ま
ち
）

コ
ン
サ
ー
ト
」
存
二

九
八
八
年
に
茨
城

県
那
珂
湊
漁
港
で
開
催
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
全
国
各
地
で
精
力
的
に
続
け
て

通
算
八
十
五
回
聞
か
れ
、
多
く
の
漁
業

関
係
者
な
ど
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

鳥
羽
さ
ん
は
「
昨
年
は
『
漁
港
コ
ン

よだム一
A英育

「
鈴
木
理
事
長
の
こ
と
ば
」

( 1 ) 

わ
が
国
の
経
済
は
、

一
昨
年
か
ら
の

世
界
的
な
金
融
不
況
の
波
か
ら
脱
却
で

き
ず
、
デ
フ
レ
基
調
を
呈
し
、
更
な
る

景
気
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
に
お
い
て
は
、

水
産
資
源
の
減
少
、
魚
価
安
、
漁
業
者

の
高
齢
化
等
々
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状

況
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
本
会
で
は
昨
年
四
月
よ
り

増
額
改
定
し
た
奨
学
金
の
給
付
を
滞
り

な
く
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

改
め
て
漁
業
関
係
者
は
じ
め
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

（水
産
経
済
新
聞
社
提
供
）

ま
た
、
漁
船
の
海
難
事
故
防
止
は
育

英
事
業
以
前
の
問
題
と
し
て
、
わ
れ
わ

れ
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
去

る

一
月
に
は
長
崎
県
五
島
沖
で
以
西
底

引
曳
船
の
事
故
が
発
生
し
、
乗
組
員
十

名
が
行
方
不
明
と
な
る
悲
惨
な
事
故
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
家
族
の
心

情
を
思
う
と
心
が
痛
み
、
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
最
近
で
は
、

一
度
に
多

数
が
犠
牲
と
な
る
大
型
の
事
故
が
相
次

い
で
発
生
し
、
死
亡

・
行
方
不
明
者
数

が
増
加
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
本
会
の
立
場
か
ら
海
難

防
止
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ

っ
て
参

り
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て
お

サ
l
ト
』
を
開
催
で
き
な
か

っ
た
。
水

産
業
が
厳
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
今
年

は

一
回
で
も
二
回
で
も
い
い
か
ら
聞
き

た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
た
。

ニ
O
O九
年
度

第
四
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

一
月
二
十
二
日
、
本
会
会
議
室
に
お

い
て

「二

O
O
九
年
度
第
四
回
奨
学
生

選
考
委
員
会
』
が
開
催
さ
れ
、
「
第
四

回
奨
学
生
出
願
者
（

一
月
十
五
日
締
切

り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生

と
し
て
、
幼
児
四
人
、
小
学
生
六
人
、

高
校
生
等
二
人
、
合
計
十
二
人
の
採
用

が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
三

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

り
ま
す
、
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
移
行

の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
月
現
在
で

全
国
の
公
益
法
人
二
万
四
千
法
人
の
う

ち
、
移
行
申
請
を
行
っ
た
法
人
は
四
百

九
十
法
人
、
そ
の
う
ち
移
行
の
認
定
・

認
可
を
受
け
た
法
人
は
百
二
十
法
人
と

い
う
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
会

と
し
て
も
、

二
O
一一

年
度
中
に
公
益

財
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
を
行
う

べ
く
具
体
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
日
ご
ろ
よ
り
ご
支
援
を
頂
い

て
い
る
皆
さ
ま
に
は
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二

O
O九
年
度

第
三
回
評
議
員
会
・
理
事
会

三
月
十
八
日
、

『二

O
O
九
年
度
第

三
回
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
』
が
東

京

・
千
代
田
区
の
コ

l
プ
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず

「評
議
員
会
』
に
お
い
て
、

一

号
議
案
と
し
て
「
二

O
一
0
年
度
事
業

計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
」

に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、

二
O
一
0
年
度

の
学
資
給
与
事
業
、
奨
学
金
貸
与
事
業
、

育
英
事
業
の
推
進
に
必
要
な
事
業
お
よ

び
育
英
事
業
の
基
盤
強
化
等
、
新
法
人

制
度
へ
の
対
応
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
事

業
実
施
に
係
わ
る
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
、
全
員
異
議
無
く
承
認
可
決
し
ま
し

た
。
二
号
議
案
と
し
て
は
「
基
本
財
産

へ
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
」
を
上
程
さ
れ
、

全
員
異
議
無
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
本
年
度

の
給
与
・
貸
与
奨
学
生
の
採
用
状
況
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

『理
事
会
』

で
は
評
議
員
会
同
議
案
と
さ
ら
に
「
二

O
一
0
年
度
役
員
報
酬
に
つ
い
て
」
を

全
員
異
議
無
く
承
認
可
決
さ
れ
閉
会
し

寺
小

7ν

れ～
。

奨
学
生
・
保
護
者
交
流

活
動
行
事
（
計
画
）

本
会
で
は
本
年
度
育
英
事
業
の
充
実

策
の

一
つ
と
し
て
「
奨
学
生

・
保
護
者

交
流
活
動
（
仮
称

一
信
州
八
ヶ
岳
ふ
れ

あ
い
旅
行
こ
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
事
業
の
内
容
と
し
て
、
奨
学
生

だ
け
で
は
な
く
ご
家
族
全
体
に
か
か
わ

る
も
の
で
す
の
で
、
保
護
者
の
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
同
じ
境
遇
に
あ

る
奨
学
生

・
保
護
者
同
士
が
日
ご
ろ
胸

年

間

行

事

予

定

月

行

事

四
月
二
十
五
日
一
第

一
回
願
書
な
ら
び
に
卒
業

・
進
学
に
伴
う
提
出
書
類
締
切

一
円口

五

月

十

一
日

一第

一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

二
十
日

一第

「
回
評
議
員
会
・
理
事
会

二
十
五
日

一第

一
回
送
金
日

六

月

八

日

一浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
（
福
岡
県
博
多
区
）
に
て
募

一金
活
動

十
二
i
一全
国
豊
か
な
海
柄
つ
く
り
大
会
（
ぎ
ふ
長
良
川
大
会
）
に
て
募
金

十
三
日

一活
動

七

月

十

五

日

一第
二
回
願
書
締
切
日

二
十
三
日

一第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

下
旬
一
奨
学
生

・
保
護
者
交
流
活
動
（
仮
称
一
信
州
八
ヶ
岳
ふ
れ
あ

一
い
旅
行
）

八

月

十

三
日

一第
二
回
送
金
日

九

月

十

九

日

一全
水
商
連
全
国
大
会
（
宮
城
県
仙
台
市
）
に
て
募
金
活
動

十

月

十

五

日

一第
三
回
願
書
締
切
日

二
十
二
日

一第
三
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

二
十
八
日

一全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
に
て
募
金
活
動

二
十
九
日
一
本
会
設
立
四
十
周
年
記
念
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集

・

一第
八
集
」

刊
行

十

一
月

十

五

日

一第
三
回
送
金
日

未
定

一全
国
担
当
者
会
議

十
二
月

未

定

一第
二
回
評
議
員
会
・
理
事
会

一
月

十

五

日

一第
四
回
願
書
締
切
日

二
十

一
日

一第
四
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

一一
月

十

五

日

一第
四
回
送
金
日

三
月

未

定

一第
三
回
評
議
員
会
・
理
事
会

日

に
秘
め
た
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
い
親

睦
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
段
階
で
の
計
画
内
容
は
左
記
の
と

お
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
詳
細
が
決

定
し
ま
し
た
ら
対
象
ご
家
族
に
直
接
ご

連
絡
申
し
上
げ
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
一
今
夏
（
七
月
下
旬
ご
ろ
）

対
象
者
一
全
国
の
小
学
校
四
年
生
か

ら
六
年
生
と
そ
の
保
護
者

所

一
長
野
県
諏
訪
郡

。お知Stt
ゆび募金（募金型自動販売機）I之よる

2009年 12日未までの寄付金累計額は

168.326円です。

ご協力ありがとうございまし定。
〈

※ゆび事盆12関するお問い合わ包は事務局まで

場

育英会ホームページ ⑨ 再生紙使用http://www.jf・net.ne .j p/i kuei ka i 
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ミ
遊
学
弓
道
級

1

凡
一
制
の
め
で
と
う
ミ
ざ
い
ま
事

ι

年 4月 1日

新
年
度
の
諸
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
っ

既
に
、
漁
連
や
漁
協
な
ど
を
通
じ
、

本
会
か
ら
の
案
内
文
書
を
受
け
取
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
奨
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
進
路
に
応
じ
た
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
左
記

の
表
に
て
、
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
の

上
、
期
日
ま
で
に
本
会
へ
提
出
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

書
類
を
提
出
さ
れ
な
い
方
に
は
、
本
年

度
第

一
回
（
五
月
二
十
五
日
）
の
送
金

が
で
き
な
く
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
氏

名

・
住
所
な
ど
本
会
へ
の
届
け
出
事
項

（平成 22) よだム一品英育

提出書類一覧表

( 2) 

． に
変
更
が
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
漁

連

・
漁
協
、
ま
た
は
本
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
締
切
日

四
月
二
十
五
日
本
会
必
着

※
漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
十
五
日
ま
で
に
問
団
体
へ
提

出
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

た ω・ー 偶， oム ￥ よ
在 Lて一－A 正－Q く
学た・ が・あ
さだ退 ど高る、
れく（ う校ご
て必休 しを質
い要） た退問
なが 学 b
かあ届 よ 休
つ りを い ）
たま提 で 学
期す出 ？し
問 。し ぞま
にまで r し

受
領
し
た
学
資
給
与
金
は
返
金
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

？‘
Q
．
海
外
の
大
学
へ
進
（
留
）
学

1
4し
ま
す
が
、
奨
学
金
は
受
け
ら
れ

ま
す
か

7

E
』

A
．
残
念
な
が
ら
日
本
国
内
の
大

側
主
学

・
専
門
学
校
以
外
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

かヲ｜ 伺防

？き ￥
続四 Q
き月

か短
奨ら大
字大を
金学卒
室へ業
安編し
け 入 ま

？ し し
どまた

手すだ

A
．
在
学
証
明
書
を
添
付
し
、
編

入
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
病
気
等
で
留
年
と
な
り
延
長
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
延
長
届
と
診
断
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

伶

注 1:0印＝対象者全員提出 食印＝希望者のみ提出

注 2：これらの書類の他、休学・復学・転学・退学・転居・改姓などされた奨学生は各届出用紙の提出が必要です。

＊
三
女
も
、
四
月
か
ら
社
会
人
と
し
て

東
京
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長

い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（岩

手

県

野

里
）

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
息
子
も
大
学
を
卒
業
、

入
社
式
と
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
あ
わ

た
だ
し
い
よ
う
な
こ
の
ご
ろ
で
す
。
親

と
し
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（石

川

県

樫

井
）

＊
主
人
が
他
界
し
て
か
ら
十
八
年
が
過

ぎ
、
十
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。
末
娘
も

水
産
高
校
を
卒
業
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
先
日
、
小
型

一
級
免
許
を
合
格
で

き
ま
し
た
。
当
時
、
五
ヵ
月
だ
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
十
八
歳
の
娘
と
な
り
、
や

っ

と
巣
立
ち
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

様
、
そ
し
て
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
の
お
陰
だ
と
家
族

一
同
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
当
時
、
事
故
で
夫
を
亡

く
し
、

三
人
（
七
歳
・
五
歳

・
五
ヵ
月
）

の
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
事
は
決
し

て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
生
活
な
ら
び
に
学
業
に
お
き

ま
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
選
択
版
を
子

供
た
ち
に
与
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
家
族
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う

に
、
海
難
事
故
に
よ
り
父
を
亡
く
し
た

か
た
が
た
が
生
き
る
希
望
の
糧
と
な
り

ま
す
よ
う
に
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
の

皆
さ
ま
の
活
動
を
切
に
願
い
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「母
の
思
い
、
夫
へ
の
感
謝
」

突
然
光
を
奪
わ
れ
て

一
つ

二
つ

三
一つ

輝
き
か
け
た
小
さ
な
明
か
り

今
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
輝
い
て

私
の
心
を
照
ら
し
ま
す

－』事'D.、．・0
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件文・詩歌・イ弓スト募集
本会設立40周年を記念し作成されます「漁船海鐙遺児と母の文集 ・第B集」の！$It作畠を、昨年7月よ

り募集しております。既に、何人かの奨学生や保護者の万から作文をお寄ぜいだだいておりますが、文集を
刊行する巴はまだま芝定くさんのかだが定のご協力が必要です。奨学生ならびC保護者の皆さん、勉強やお
仕事で毎日お忙しいこととは思いますが、メ ルでの受け付けも行っておりますので、奮ってご応募いだだ
きますようお願い申し上げます。 。乃
題 材／作文 ・符叡・イラストとも巴自由 _n.., 5:? 
・家庭の近況や学校生活怠ど身近忽内容でも結構です。 百ふ'I！、長町b
例）「事故防止を願ってJ「お父さんの思い出」 「将来の夢」「寄付者の皆さまヘ」 ハ守＂Y-:"'

．イラスト16／軍し絵として使用致します。アニメキャラクターの絵は著作権等の問題巳よりご遠慮願います。 ＜：：！＇l'IV{ηfち

対象者学年 提 出 書 類

2009年度 2010年度 在学証明書 進路報告
願書 と 借用証書 住所職業届 連帯保証人
付属書類 返還明細書 入（在）学届 職業 届

幼 児

* * 満 3歳

（新入園） ｛圃・付属．掴） （鎗与希望者）

幼児 。
満 4・5歳

小学校 。
1：年生

（新入学）

小学校

2～ 6年生

中学校 。
1年生

（新入学）

中学校

2・3年生

中学校
高校等

* 
。

卒業生
1：年生

（新入学） (I医餓希望者｝

高校等に 。
2年以上

在学の者

給与

* 
。

* の 大学等 巡圃寄付属．類 ｛貸与希望者）
高校等 み

1年生
卒業生

与貸 （新入学）

* 
。セ 。。。

あ
務E，，付属．覇 （貸与希望者｝ 蝿どちらかを揖出 副賞与希望者l孟不要

難貸与希望者U不要

大学等も 。
2年以上

在学の者

大学等
。 。。。

卒業生 端どちらかを蝿出 蝋貰与希望者＂不要
謀貸与希望者＂不要

立金量

応募内容／作文 ・詩草i：原穂用紙（40 0字詰め） 2～4枝程度
イラスト：ハガキ～A4サイズ大のもの

・作文 ・詩取はあ手指ちの原稿用紙をご利用いだだくか、専用の応募用紙をお送り致しますので本会までご
連絡＜芝さい。

．作品Cは氏名 ・住所 ・標題の他、在学生16学年を必ず記入してください。

切／20 1 0年6月30日本会必着 轡刊行予定／2010年 10月29日

［お問い合わせ先］
財団法人漁船海難遺児育英会
干 101-0047 東京都内神田2-2-5 光正ピル6階
TEL 03・32561981 （平日 9～ 17時受付） F AX 03-3256 1982 
E mail mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

立き畿
＊ご応募いただいた万全員巴文集と記念畠を贈呈致します。

轡通量

人
の
道
の
り
は

決
し
て
平
坦
で
は
な
い
け
れ
ど

平
凡
で
終
わ
る
よ
り
価
値
は
あ
り

お
父
さ
ん

宝
を
授
か
り
感
謝
し
て
い
ま
す

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（三
重
県

岸
本
）

締

＊
津
波
の
ニ
ュ

ー
ス
、
ピ

ン
と
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
刻
々
と
警
報

の
様
子
を
知
り
恐
か

っ
た
で
す
。
日
本

は
そ
の
中
に
あ
る
国
。
普
段
の
用
意
が

大
事
で
す
ね
。

（埼

玉

県

松

本
）

漁船海難 羽根募金の水色｜｜ 手をの愛！日
Jし遺
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内

気
づ
い
た
ら
朝
に
な
っ
て
い
ま
し

い

＼
l
／

た
。
「
外
見
だ
け
で
人
を
判
断
し
て

v

＼
L

）

は
い
け
な
い
」
と
い
い
ま
す
が
、
先

ち
ょ
っ
と

i

入
観
（
携
帯
小
説
な
ん
て
素
人
が
暇

一
自
ω
・：

つ
ぶ
し
に
書
い
て
い
る
も
の
）
だ
け

で
軽
視
し
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し

～

い
で
す
。
携
帯
小
説
の
メ
リ

ッ
ト
は

｛

寝
室
で
電
気
を
消
し
て
も
画
面
が
光

・い

る
の
で
読
め
る
事
と
長
編
小
説
で
も

》

荷
物
に
な
ら
な
い
事
で
す
。
デ
メ
リ

】

ッ
ト
は
電
池
の
消
耗
が
早
い
事
と
目

・‘

が
非
常
に
疲
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
お
薦
め
は
、
モ
パ

ゲ
l
の
「
あ
り
が
と
う
日
一那
様
」
と

・

「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
す
。

※
モ
パ
ゲ
l
タ
ウ
ン
略
。
携
帯
電
話
向

け
ポ
！
タ
ル
サ
イ
ト
兼
ソ
l
シ
ヤ

ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ

ス
。

惟
ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
は
大
量
の
パ
ケ
ッ
ト

を
消
費
し
ま
す
の
で
パ
ケ
ッ
ト
定
額

・

制
の
ご
利
用
を
推
奨
し
ま
す
。

第 135号

一
『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

年 4月 1日

平
成
ニ
イ

一
年
十
二
月
か
ら
平
成
二

十
二
年
二
月
ま
で
に
ご
寄
付
を
頂
い
た

皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
ご
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
十
二
月
〕

O
北
海
道

マ
地
方
協

O
青

森
県

マ
豊
漁

・
豊
作
祈
願
祭
マ
地
方
協

O
岩
手
県

マ
佐
々
木
良
英
｜
香
典
返
し

マ
全
国
海
友
婦
人
会
宮
古
支
部
マ
藤
島

純
悦
香
典
返
し

O
宮
城
県

マ
石
巻
か

き
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
委
員
会

O
茨
城
県

よだム一品英育

皆
さ
ん
は
自
分
の
時
間
が
空
い
た

．
と
き
に
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す

・刀
？
・

現
代
は
楽
し
い
物
が
た
く
さ
ん
溢

れ
て
い
る
の
で
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
私
は
専
ら
携
帯
小
説
で
ご

・
ざ
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
何
年
か
前

に
妹
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

は

「携
帯
小
説
な
ん
て
本
の
よ
う
に

趣
が
無
い
し
、
内
容
が
薄
そ
う
で
嫌

．
だ
よ
」
な
ど
と
文
句
を
並
べ
て
い
た

の
で
す
が
、
読
ん
で
み
て

一
転
、
時

．
聞
も
忘
れ
感
動
し
て
泣
き
ま
く
り
、

( 3) 

マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ
コ

l
。フ
フ
ェ
ス

タ
マ
し
ず
お
か
産
業
フ
ェ
ア
マ
漁
業
士

会

O
京
都
府

マ
海
洋
高
等
学
校
生
徒
会

｜
学
校
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
パ
ザ

1
0
鳥

取
県

マ
地
方
協

O
福
岡
県

マ
黒
木
正
弘

マ
漁
船
保
険
組
合
マ
福
岡
市
鮮
魚
仲
卸

協
同
組
合
理
事
長
安
部
泰
宏
マ
地
方
協

O
佐
賀
県

マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
ナ
ツ

メ
ロ
・
演
歌
劇
場
ま
さ
マ
水
産
関
係
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

O
沖
縄
県

マ
ザ

・
テ

ラ
ス
ホ
テ
ル
ズ
附
マ
井
ノ
口
物
産
マ
沖

縄
塩
元
売
蜘
マ
沖
縄
砂
利
採
取
事
業
協

同
組
合
マ
沖
縄
鮮
魚
卸
流
通
協
同
組
合

マ
沖
縄
電
力
側
マ
港
川
漁
業
振
興
会
マ

佃
沖
縄
県
農
林
水
産
団
体
共
済
会
マ
新

日
本
海
事
側
マ
東
亜
海
事
土
木
側
マ
那

覇
地
区
船
主
会
マ
側
協
同
化
工
マ
地
方

協〔
一
月
〕

O
青
森
県

マ
丸
本
末
義
マ
漁

協
女
性
組
織
協
議
会

O
石
川
県

マ
横
川....,._;. 

幸
江
マ
河
崎
浩
マ
山
本
峰
雄
マ
成
田
健

治
マ
農
林
水
産
部
水
産
課
職
員
マ
漁
協

女
性
部
す
ず
支
部
マ
漁
協
女
性
部
輪
島

崎
支
部
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
か
な
ざ
わ

総
合
市
場
マ
谷
内
咲
絵
マ
地
方
協
。
福

井
県

マ
村
古
政
弘
マ
地
方
協

O
京
都
府

マ
千
賀
由
雄
香
典
返
し

O
広
島
県

マ

漁
業
共
済
組
合
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
地

方
協

O
徳
島
県

マ
橘
町
漁
協
女
性
部
マ

共
水
連
徳
島
県
事
務
所
マ
漁
船
保
険
組

合
マ
振
興
基
金
マ
北
泊
漁
協
女
性
部
マ

地
方
協

O
香
川
県

マ
観
音
寺
市
水
産
振

興
連
絡
協
議
会
マ
丸
亀
市
都
市
経
済
部

農
林
水
産
課
マ
農
政
水
産
部
水
産
課
マ

漁
業
共
済
組
合
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会

マ
漁
船
保
険
組
合
マ
水
産
会
館
互
助
会

マ
例
水
産
振
興
基
金
マ
船
水
産
振
興
協

会
マ
共
水
連
香
川
県
事
務
所
マ
多
度
津

町
産
業
課
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
壱
岐

地
区
漁
業
士
会
マ
船
長
崎
県
水
産
加
工

振
興
協
会
マ
共
水
連
長
崎
県
事
務
所
マ

水
産
部
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
漁
業
信
用

基
金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
長
崎
市

茂
木
漁
協
女
性
部
マ
柏
木
哲
マ
野
口
洋

子
マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
共
水
連
大
分

県
事
務
所
マ
漁
協
女
性
部
宇
佐
支
部
マ

漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合

マ
渡
辺
玄
士
マ
地
方
協

〔
二
月
〕

O
北
海
道

マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

推
進
委
員
全
道
大
会
演
芸
会
1

演
芸
会

参
加
者
か
ら
の
ご
祝
儀
マ
羅
臼
漁
業
協

同
組
合
定
置
青
年
会
｜
漁
火
ま
つ
り
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
競
市
収
益
金

O
青
森
県

マ

地
方
協

O
宮
城
県

マ
側
仙
台
水
産
マ
地

方
協

O
福
島
県

マ
い
わ
き
教
育
事
務
所

マ
い
わ
き
建
設
事
務
所
マ
い
わ
き
地
方

振
興
局
企
画
商
工
部
マ
い
わ
き
地
方
振

興
局
県
税
部
マ
い
わ
き
地
方
振
興
局
県

民
部
マ
い
わ
き
地
方
振
興
局
出
納
室
マ

い
わ
き
農
林
事
務
所
マ
久
之
浜
漁
港
ま

つ
り
実
行
委
員
会
マ
例
栽
培
漁
業
協
会

マ
制
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業
団
マ
水

産
課
マ
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
マ
漁

連
役
職
員
厚
生
会
マ
水
産
事
務
所
マ
水

産
種
苗
研
究
所
マ
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
マ
地
方
協

O
茨
城
県

マ
地
方
協

O

愛
知
県

マ
地
方
協

O
三
重
県

マ
海
上
保

安
協
会
浜
島
分
室
マ
例
水
産
振
興
事
業

団
マ
三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
マ
伊

勢
市
産
業
部
水
産
課
マ
御
浜
町
マ
志
摩

市
役
所
水
産
課
マ
松
阪
市
農
林
水
産
諜

マ
農
水
商
工
部
水
産
資
源
室
マ
尾
鷲
市

水
産
農
林
課
マ
尾
鷲
水
産
研
究
室
マ
明

和
町
農
林
水
産
諜
マ
鈴
鹿
市
農
林
水
産

課
マ
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所

マ
熊
野
市
役
所
水
産
商
工
振
興
課
マ
漁

業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ

水
産
基
盤
室
マ
水
産
研
究
所
マ
津
農
林

水
産
商
工
環
境
事
務
所
マ
尾
鷲
農
林
水

産
商
工
環
境
事
務
所
マ
冷
蔵
倉
庫
協
会

マ
冷
凍
設
備
保
安
協
会
マ
鈴
鹿
水
産
研

究
室
マ
四
日
市
海
上
保
安
部
マ
共
水
連

三
重
県
事
務
所
マ
谷
口

一
ーー
退
職
に
よ

せ
て
マ
鳥
羽
海
上
保
安
部
マ
白
武
敏
則

マ
潰
口
莞
治
マ
地
方
協

O
兵
庫
県

マ
内

海
漁
船
保
険
組
合
マ
地
方
協

O
和
歌
山

県

マ
ま
ぐ
ろ
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
木

下
森
夫
！
収
益
金
の

一
部
マ
田
辺
市
農

林
水
産
祭
実
行
委
員
会
l
収
益
金
の

一

部
マ
地
方
協

O
島
根
県

マ
地
方
協

O
山

口
県

マ
井
町
雅
栄
香
典
返
し

O
大
分

県
マ
堤
資
良

二
、
一
般
寄
付

〔
十
二
月
〕

O
北
海
道

マ
伊
藤
保
彦
マ

伊
藤
漁
業
側
マ
海
洋
土
木
制
札
幌
支
店

マ
丸
銀
漁
業
側
マ
全
漁
連
釧
路
油
槽
所

マ
日
東
水
産
制
マ
波
間
漁
業
側
マ
厚
岸

朔
洋
高
等
学
校
マ
函
館
水
産
高
等
学
校

マ
北
冷
蔵
側
マ
嗣
弐
本
滝
漁
業
代
表
取

締
役
遠
藤
幹
雄

O
青
森
県

マ
マ
ル
ヨ
水

産
側
マ
蜘
弘
前
丸
魚
マ
久
栄
漁
業
側
マ

青
森
海
上
保
安
部
マ
八
戸
水
産
高
等
学

校
マ
大
山
チ
セ
マ
八
戸
海
上
保
安
部
マ

福
島
哲
男

O
岩
手
県

マ
宮
古
海
上
保
安

署
マ
金
沢
漁
業
側
代
表
取
締
役
金
津
俊

明
マ
全
漁
連
大
船
渡
油
槽
所
マ
同
大
井

漁
業
部

O
宮
城
県

マ
海
形
水
産
側
代
表

取
締
役
佐
藤
和
哉
マ
側
鈴
木
漁
業
マ
気

仙
沼
海
上
保
安
署
有
志

一
同
マ
気
仙
沼

水
産
加
工
業
協
同
組
合
マ
水
野
水
産
制

マ
全
漁
連
気
仙
沼
油
槽
所
／
石
巻
油
槽

所
／
東
北
事
業
所
マ
福
洋
水
産
倒
。
秋

田
県

マ
大
館
市
青
果
魚
類
卸
売
側
。
山

形
県

マ
加
茂
水
産
高
等
学
校
マ
小
関
利

昭
マ
善
賓
寺
龍
王
講
マ
全
漁
連
酒
田
油

槽
所

O
福
島
県

マ
側
酢
屋
商
店

O
栃
木

県

マ
馬
頭
高
等
学
校
水
産
科

O
茨
城
県

マ
丸
徳
漁
業
側

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

マ
大
井
光
宣

O
千
葉
県

マ
佐
原
芳
隆
マ

勝
浦
若
潮
高
等
学
校
マ
銚
子
商
業
高
等

学
校
マ
千
葉
中
央
魚
類
側
マ
池
田
ハ
マ

子
｜
香
典
返
し
マ
柏
魚
市
場
側
マ
飯
村

久
子

O
東
京
都

マ
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
イ

ツ

シ
ャ
リ
l
ズ
冊
マ
ニ
チ
モ
ウ
側
／
ニ
チ

モ
ウ
側
役
員
・
従
業
員

一
同
／
鮒
ソ
l

エ
l
／
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
鮒
／
日
網
興

産
駒
／
ニ
チ
モ
ウ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
ス

側
／
ニ
チ
モ
ウ
フ

l
ズ
側
本
社

・
大
阪

営
業
所

・
広
島
営
業
所
／
側
ニ
チ
モ
ウ

マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
／
側
ニ
チ
モ
ウ
ワ
ン

マ
ン
／
北
海
道
ニ
チ
モ
ウ
側

有

志

一

同
マ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
水
産
物
輸
出
審
議
会

マ
花
本
栄
二
マ
海
洋
土
木
附
マ
梶
浦
富

子
マ
側
ホ
ウ
ス
イ
マ
側
協
同
セ
ミ
ナ
ー

マ
側
極
洋
マ
側
中
央
漁
業
公
社
マ
側
日

本
丸
マ
漁
業
者
国
民
年
金
基
金
マ
漁
港

漁
場
新
技
術
研
究
会
マ
漁
船
保
険
中
央

会
マ
共
同
船
舶
側
マ
高
野
恵
子
マ
佐
野

宏
哉
マ
側
海
外
漁
業
協
力
財
団
マ
側
海

苔
増
殖
振
興
会
マ
例
魚
価
安
定
基
金
マ

例
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
マ
例
農
林

水
産
奨
励
会
マ
例
漁
港
漁
場
漁
村
技
術

研
究
所
マ
阪
井
光
平
マ
山
崎
剛
マ
船
海

外
ま
き
網
漁
業
協
会
マ
間
漁
業
信
用
基

金
中
央
会
マ
鮒
自
然
資
源
保
全
協
会
マ

制
全
国
さ
ん
ま
漁
業
協
会
マ
船
全
固
ま

き
網
漁
業
協
会
マ
船
大
日
本
水
産
会
マ

船
日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚
協
会
マ
船
日
本

海
難
防
止
協
会
マ
他
日
本
鰹
節
協
会
マ

佃
日
本
缶
詰
協
会
マ
船
日
本
水
産
資
源

保
護
協
会
マ
刷
本
州
鮭
鱒
増
殖
振
興
会

マ
船
J
F
マ
リ
ン
バ
ン
ク
支
援
協
会
マ

船
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
マ
船

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
マ
船
全

国
遠
洋
沖
合
い
か
つ
り
漁
業
協
会
マ
附

全
国
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会

マ
船
全
国
豊
か
な
海

w

つ
く
り
推
進
協
会

マ
吹
原
弘
宣
マ
石
坂
和
泉
マ
泉
沢
和
行

マ
全
国
遠
洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会

マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
マ
全
国

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国
共
済
水

産
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国
水
産
加

工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
国
水
産
物

卸
組
合
連
合
会
マ
東
京
北
魚
側
マ
匿
名

マ
特
定
非
営
利
活
動
法
人
水
産
業

・
漁

村
活
性
化
推
進
機
構
マ
側
農
林
漁
業
信

用
基
金
マ
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

協
同
組
合
マ
日
本
鰹
鮪
漁
船
保
険
組
合

マ
日
本
水
産
側
役
員
従
業
員

一
同
マ
農

水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
マ
農

林
中
央
金
庫
マ
北
部
ま
き
網
漁
業
側
マ

北
部
太
平
洋
ま
き
網
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
マ
明
治
大
学
付
属
中
野
八
王
子
中

学
校

・
高
校
生
徒
会
福
祉
委
員
会
マ
友

田
久
美
子
マ
嗣
テ
ィ

1
・
ケ
イ
コ

l
ポ

羽根募金の水色!! 手をの愛I目
Jし遺漁船海難
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レ
l
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
竹
前
康
世

マ

高
山
隆
三

O
神
奈
川
県

マ
横
浜
冷
凍
附

マ
例
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
横
浜
）
マ
中
村
貴
美
子

。
山
梨
県

マ
佐
藤

一
江
マ
山
梨
中
央
水

産
側

O
新
潟
県

マ
側
海
洋
生
物
環
境
研

究
所
実
証
試
験
場
有
志

一
同

マ
山
津
水

産
刷
。
富
山
県

マ
荻
布
精

一
O
石
川
県

マ
附
宮
崎
漁
業
部
マ
能
都
北
辰
高
等
学

校
マ
全
漁
連
金
沢
油
槽
所
。
静
岡
県

マ

魚
市
静
岡
魚
市
側
マ
福
久
漁
業
側
マ
揃

藤
丸
代
表
取
締
役
藤
ヶ
谷
政
夫

O
岐
阜

県

マ
土
田
隆
夫

O
福
井
県

マ
福
井
缶
詰

側
マ
小
浜
水
産
高
等
学
校
マ
福
井
中
央

魚
市
制
。
三
重
県

マ
慶
福
丸
三
鬼
健
史

マ
仙
昌
丸
武
村
仙
博
マ
嗣
寿
丸
代
表
取

締
役
牧
原
有
保

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

。
大
阪
府

マ
高
瀬
正
マ
全
漁
連
大
阪
営

業
所

O
兵
庫
県

マ
磯
田
和
志
マ
西
垣
富

雄
マ
大
下
勤
マ
大
西
善

一
マ
内
橋
昭
三

マ
帰
第

一
漁
業
代
表
取
締
役
川
越
伸
二

O
島
根
県

マ
隠
岐
水
産
高
等
学
校
マ
浜

田
水
産
高
等
学
校

O
鳥
取
県

マ
共
和
水

産
蜘
マ
全
漁
連
境
港
油
槽
所
マ
浜
野
茂

夫
マ
米
子
魚
市
場
仲
買
協
同
組
合

O
岡

山
県

マ
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
側
マ
漁
船

保
険
組
合

O
広
島
県

マ
広
島
水
産
倒
。

山
口
県

マ
浦
部
久
幸
マ
吉
見
孝

O
愛
媛

県

マ
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
マ
扇
屋
食

品
附

O
高
知
県

マ
山
田
雄
二
郎
マ
杉
本

幸
貞
マ
大
熊
水
産
側
マ
明
神
水
産
側
。

福
岡
県

マ
側
伊
藤
商
店
代
表
取
締
役
伊

藤
忠
光
マ
福
岡
中
央
魚
市
場
制
。
佐
賀

県

マ
鮒
唐
津
魚
市
場
。
長
崎
県

マ
ま
る

の
漁
業
側
マ
山
田
水
産
側
マ
西
日
本
魚

市
側
マ
長
崎
大
学
水
産
学
部
マ
北
松
魚

市
側
マ
柵
柏
木
水
産
代
表
取
締
役
柏
木

俊
彦

O
大
分
県

マ
側
佐
伯
魚
市
場
。
熊

本
県

マ
網
漁
勝
丸
水
産
代
表
取
締
役
白

漬
巧

O
宮
崎
県

マ
冊
岩
元
水
産
代
表
取

締
役
岩
元
正
マ
嗣
日
高
水
産

O
鹿
児
島

県

マ
清
水
則
和
マ
冨
元
小
松
マ
枕
崎
水

産
加
工
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

年 4月 1日（平成22)2010 よだム一
A英育( 4) 

西
村
協

マ
龍
生
水
産
倒

O
沖
縄
県

マ
第

十

一
管
区
海
上
保
安
本
部

〔
一
月
〕

O
北
海
道

マ
第

一
管
区
海
上

保
安
本
部
マ
坪
俊
逸
マ
北
海
道
運
輸
局

マ
留
萌
南
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導

所
。
青
森
県

マ
鮫
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
｜

八
戸
漁
業
指
導
協
会
経
由

マ
第
四
豊
漁

丸
代
表
中
川
善
文

O
岩
手
県

マ
釜
石
海

上
保
安
部
マ
宮
古
水
産
高
等
学
校
校
長

金
野
仁
マ
鈴
木
佐
智
子

O
宮
城
県

マ
ぜ

ん
ぎ
よ
れ
ん
食
品
側
塩
釜
食
品
工
場
マ

例
慶
長
遺
殴
使
節
船
協
会
マ
女
川
町
水

産
ま
つ
り
実
行
委
員
会
｜
全
日
海
東
北

地
方
支
部
経
由
マ
朔
洋
船
舶
側
代
表
取

締
役
会
長
粛
藤
政
雄

O
秋
田
県

マ
秋
田

海
上
保
安
部

O
山
形
県

マ
酒
田
海
上
保

安
部
。
茨
城
県

マ
鈴
木
徳
行
マ
永
野
幸

二
。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
側
北
辰
水
産
マ
肘
海
洋
生

物
環
境
研
究
所
中
央
研
究
所
マ
館
山
総

合
高
等
学
校
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ

側
日
本
政
策
金
融
公
庫
マ
側
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
マ
側
海
洋
生
物
環

境
研
究
所
マ
間
マ
リ
ノ
フ
ォ

ー
ラ
ム

幻

マ
全
日
本
海
員
組
合
岩
手
事
務
所
／
三

陸
海
鴎
会
／
全
国
海
友
婦
人
会
（
宮

古

・
山
田
）
｜
全
日
海
中
央
執
行
委
員

会
企
画
室
経
由

マ
内
海
京
子
ー
香
典
返

し
マ
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

O
神
奈

川
県

マ
側
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
本

部
／
開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
／
中
央
水
産

研
究
所
／
さ
け
ま
す
セ
ン
タ
ー
／
遠
洋

水
産
研
究
所
／
屋
島
栽
培
漁
業
セ
ン
タ

ー
／
宮
津
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
／
玉
野

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
／
志
布
志
栽
培
漁

業
開
発
セ
ン
タ
ー
／
瀬
戸
内
海
区
水
産

研
究
所
／
西
海
区
水
産
研
究
所
／
西
海

区
水
産
研
究
所
石
垣
支
所
／
中
央
水
産

研
究
所
高
知
分
室

・
日
光
庁
舎
／
東
北

区
水
産
研
究
所
／
南
伊
豆
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
／
北
海
道
区
水
産
研
究
所
／
養

殖
研
究
所
／
養
殖
研
究
所
上
浦
栽
培
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
／
宮
古
栽
培
漁
業
セ

ン
タ

l
マ
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学

部
海
洋
生
物
資
源
科
学
科

O
長
野
県

マ

井
口
恵

一
朗

O
静
岡
県

マ
三
和
厨
理
工

業
側
マ
焼
津
水
産
高
等
学
校
マ
陶
清
和

O
愛
知
県

マ
国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局

マ
大
東
魚
類
側
マ
第
四
管
区
海
上
保
安

本
部

O
福
井
県

マ
京
谷
宗
雄

O
京
都
府

マ
大
京
魚
類
側
マ
中
上
清
吾

O
兵
庫
県

マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所

O
鳥
取

県

マ
浜
野
茂
夫

O
山
口
県

マ
側
水
産
大

学
校
マ
和
田
徹

O
福
岡
県

マ
九
州
魚
市

制
。
長
崎
県

マ
海
興
水
産
側
代
表
取
締

役
中
村
栄
治
マ
伺
福
江
市
魚
市

O
鹿
児

島
県

マ
冨
元
小
松
マ
冨
元
典
嗣

O
沖
縄
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県

マ
宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校

〔
二
月
〕

O
北
海
道

マ
北
海
道
漁
業
調

整
事
務
所
マ
小
樽
水
産
高
等
学
校
。
岩

手
県

マ
佐
々
木
強

O
宮
城
県

マ
阿
部

隆
マ
水
産
高
等
学
校
。
埼
玉
県

マ
小
野

沢
通

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
側
ト
ー
タ
ル
ウ
ェ
ル
マ
亀
田
俊
夫
マ

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
マ
石
崎

三
輪
子
。
愛
知
県

マ
三
谷
水
産
高
等
学

校

P
T
A
O
京
都
府

マ
中
上
清
吾
O
鳥

取
県

マ
境
港
漁
業
調
整
事
務
所
マ
浜
野

茂
夫
。
福
岡
県

マ
九
州
漁
業
調
整
事
務

所

O
長
崎
県

マ
中
山
弘
光

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

回
は
な
ん
と
し
て
も
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出

と
な
る
よ
う
な
企
画
を
い
ろ
い
ろ
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
対
象
と

な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
奮
っ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

V
本
紙

一
面
で
ご
紹
介
し
て
い
る

「
奨

学
生

・
保
護
者
交
流
活
動

（
仮
称

一
信

州
八
ヶ
岳
ふ
れ
あ
い
旅
行
こ
で
す
が
、

実
は
、
昨
年
度
実
施
す
る
予
定
で
計
画

を
立
て
て
お
り
ま
し
た
。
対
象
者
の
方

へ
の
ご
案
内
も
済
ま
せ
て
い
ま
し
た

が
、
は
か
ら
ず
も
あ
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
を
受
け
、
や
む
な
く
中

止
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で

す
。
参
加
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

さ
ま
に
は
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
今

＊給与奨学生の高校生等には特別支援学生を含む。

＊貸与奨乍生には入学－IIキ金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に合まない。

* 2009年度第 4(nJ採用者は内数である。

羽根募金の水色!! 手をの愛I回
ノし遣漁船海難

給与奨学生 貸与奨学生 2009年度第 4回採用布

都道府県名
幼児 小学生 •t’学生 高校生等 小；1「 大学生土手

合江l
幼児 小学生 ＂＇学生 高校生等 大学生等

合JI・

オt i海 道 3 11 16 21 51 3 54 1 

1’ずI 森 4 4 3 11 12 1 1 

持 予 3 3 4 10 4 14 

宮 械 7 5 10 23 1 24 

手k IT! 

山 }~ 1 1 1 

書誌 ra 2 5 2 9 9 

担： t世 3 3 l 4 

千 ~ 5 2 5 12 12 

耳E f,f 2 1 3 2 5 

事I • 奈 Jil 

新 i幻 2 2 4 4 

富 I.Li 

石 /ii 3 1 4 1 5 

青F lli'd 2 2 4 1 5 

愛 9;11 1 1 

福 JI' 1 1 l 3 3 

ill 1 1 1 

京 /:JI I l l 

大 阪 3 3 3 

兵 /,JI 4 2 4 10 2 12 

剥l 歌 111 1 1 1 

,a, 取 1 l 1 3 3 

,;;, .fN 3 4 7 7 

岡 Lil 2 2 2 

rt ,;d 1 2 2 

I.Li 11 3 2 2 7 3 10 

徳、 l占 l 5 6 2 8 

香 JII 2 2 4 2 6 

愛 媛 4 4 3 11 11 

高 知 6 6 2 8 

稲 ｜瑚 l 3 4 4 

福岡有 11)-Jii•証 1 2 3 

佐賀 玄海 l 4 5 I 4 5 

佐賀イT191 海 1 1 1 

長 曲1/,f 2 6 4 6 18 3 21 l 1 

大 :,)- l 2 1 4 4 

由民 本 2 2 3 7 7 2 1 3 

守同、， 山!.i 3 3 I 7 2 9 

llli 児 五』 1 6 2 2 11 11 

ド，， 細目 3 3 2 8 3 11 l 1 

ぷ広＼、 日｜ 14 87 71 98 270 34 304 4 6 2 12 




